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The　List　of　Books　by　Thein　Pe　Myint
Midor三MINAMIDA
　Last　year　I　published　the　chronicle　of　Thei鍛Pe　Myhlt　and　put　almos土a且his
works　in　it．　Here王wou玉d欺e　to　show　the　list　of　his　books　with　short　c◎mmen重s
in　order　to　study　his　works　m◎re　systematically．　I　divided　his　books血to　seven
items，　they　aτe　A．　travels，3．　politics，　C．educa亡圭on，　D．｝iterature，　E。　biography，
F．novels　a益d　G．　dramas．　Am◎ng　the　each　item　b◎◎ks　are　arranged　in　order　of
date◎f　publication。
　This　list　sh◎ws　that　the　number　of　the　books　o亘po玉itics　are　larger　tha簸any
other　items。　Although　Thei益Pe　Myint　loved　and　tho賢ght　much　of　his　novels，
the　number　of　them　are　less　than　that　of　politics．　No　matter　h◎w　he　thoug薮t，
we　can　not　disregard　the　fact　that　he　spent　most◎f　his　hfe　for　politics．正｛圭s
Political　life　must　also　be　studied　in　the　futuτe．
はじめに
　　　　　　　　　　　　　　の
　これは「テインペーミン年譜」に続くテインペーミン研究資料である。年譜は，テインペーミ
ンに関する事項と作品の関連を明確にすることを意図して，作品を主に執筆年代順に配列した。
それら作品の多くが，執筆後新聞雑誌等の掲載を経て，単行本となった。作品によって，執筆か
ら出版迄の期問や出版形態が異なる為，年譜では出版年を省略したものも多い。作品は，出版の
段階で作者の手を離れ，広範な読者にゆだねられて独立した1西値を持っに至る。ここでは，そう
して出版されたテインペーミンの著書を，A．紀行11点，　B．政治23点，　C．教育3点，　D．文
芸評論6点，E。伝記6点，　F．小説12点，　G．戯曲2点に分類し，簡単に説明する。この他，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
テインペーミンがインド滞在中の1940年代前半に，英文で書いた政治論文　があるが，ビルマに現
存しない摸様で，出版社等も不明であるので省略した。又，初版とその後の版の出版社が異なる
場合が多いが，出版社名は初版のみ記した。更に，小説や紀行に多いが，既に出版された小品が
別の出版社から異なる組み合わせで新たに出版されたり，数巻に分けて出版された長編が，後に
別の出版社から一冊にまとめられて出版される等で，作品名が重複する場合，代表的な版を一項
目とし，解説の中でそれらの事情を記した。なお，書名の邦訳で，年譜と相違する点は注に記し
た。
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ティ・ペーミ・の舘騰は，既にMil。eの‘S。｝ec・ed　Sh。r・S・。，・。、。f・Th。i。　P。　M，・。・・3＞
に載せられているが，これは不十分な面を持つ。第一に，これは1973年の出版である為，その後の
著書9点が含まれない。第二に，1973年以前の著書のうち，かなりのものがぬけている。それらは
本稿のB－1，B－5，　B－8，　B－9，　B－11，　B－12，　B－14，　B－15，　B－16，　B－17，
B－18，B－19，　B－21，　B－22，　B－23，　C－1，　C－2，　C－3，　D－1，　D－3，　D－4，
D－5，F－7の著書計23点である。特にBの政治関係に脱落が多いのは，パンフレット的なも
のが多く，見過ごされた為であろう。
　ジャンル別年代別に著書を整理すると，以下のようになる。
A
1930年代
1940年代
1950年代　2点
1960年代　5
1970年代　3
B
4点
5
7
5
2
C D　　E
　　1点
　　　　　　1
1点　4点　1
2　　　1　　　3
F
3点
1
2
4
2
G
点2
Aの紀行は，薪聞雑誌に連載後出版されたものが多く，戦後より本格的に書きはじめられ，ほぼ
間断なく書き続けられた。Bの政治は，それとは対象的に，早くも1930年代にはじまり，その政
治活動を反映して1950年代を頂点として，1970年の2点を最後に姿を消す。Cの教育，　Dの文芸
評論は，過去に発表したものをまとめたものである。Eの伝記では，1970年代の3点がすべて自
伝となっていることが特徴的である。Gの戯曲は，大戦前後に書かれた多くのシナリオの技箭が
生かされているものであるが，2点のみにとどまり発展しなかった。文学者テインペーミンの名
声の根拠となるFの小説は，Bとスタートをほぼ同じくするが，点数ではBに及ばない。テイン
ペーミンが最も愛したジャンルである小説よりも，彼が敗北を重ねた政治に関する書物の方が多
く出版されているという事実に注目したい。政治家テインペーミンの評価は，いずれなされるべ
き課題の一つであろう。
　（AからG迄各項目内の配列は，出版年の順とした。書名には，題の邦訳，原題，発音符号，
出版年，出版地，出版社，頁数を続けて記した。）
A紀行
　1「さらば古き時代よ」sφqδcσ）気CQ（£c・J）っ6：〔ne　yi？tO・k’i？haun：］1952　Ran－
　　　goon，　Baho　Sapay　Press　316p．　（1964　第2版）
　　　　1952年，メーデーでビルマ代表として訪中し，中国各地を見学して社会主義建設の息吹
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　　にふれた印象を，新鮮な感動をこめて書く。
2「戦時の旅人・①δ・。噸・・　ql。・拶〔・i？e　twi・・　k’・yi・dh・］1953　R・ng・・n・　Shu－
　mawa　Press　324p．（但し上巻のみ。下巻を1963年，「連合軍とビルマの使節」の題で出版
　　し，これらを1冊にまとめて「戦時の旅入」の題で，1966年1974年に出版）
　　　「戦時の旅人1は1950年10月から52年8月迄，「連合軍とビルマの使節」は1953年2月か
　　　ら55年5月迄Shumawa誌に連載。前者には，1942年から43年，作者が日本軍政下のラ
　　　ングーンを脱出，インド亡命中中国重慶を訪問する迄，後者には，1943年から46年，作
　　者がインド共産党の影響を受けつつ抗日工作に従事し，ビルマ共産党書記長に任じられ
　　　て帰国する迄が，測想される。
3「及好の旅人・q砲δcq・Q哉・。・拶こ・’i？ci　y・・k’・　yi・dh・］1962・R・・g・・n，　Shwe－
　　　pyitan　Press　147P．
　　1961年，東京で開催されたアジアアフリカ作家会議に，ビルマ作家協会副会長として出
　　席し，その前後にベトナム民主共和国（当時），タイ，香港，中国等に立ち寄り，それら
　　の印象をまとめたもの。
　　　　　　　　　　　　　　　　　紛
4「西方へ送り出し東方を向いて待つ」　SCe夢っ（£（［lcgっあ6｝（阜sccgL弔¢翁6（章（Sq6
　　［enau？　ko　shau？　pa　lo．　o　she．　go　m’yO　lai？　yin］1962　Rangoon，　Gyobyu　Sapay
　　Press　267P．　（1967第2版）
　　1961年9月から62年1月迄Bou乞ahもaung紙連載。1961年9月，アメリカ政府招待の出版
　　活動視察団の一員として，カラチ，ベイルート，ロンドンを経てアメリカ大陸を横断し，
　　ホノルル，マニラ，香港を経て帰国した旅行記。題名は，ビルマの作者の家族は，作者
　　　を西方へ送り出し，東方を向いて帰国を待つことを意味するが，テインペーミンがアメ
　　　リカ政府の招待を受けることに関する賛否両論が，当時の政治活動家の間に生じただけ
　　　に意味深長である。
5「入民の中1頂実を求めて・色餌。伽・！？D・oYtS9・［pyidh・・1・・m’a　em’・n
　　sha　l　1964　Rangoon，　Pagan　Press　486p．（1975a9　2版）
　　新聞雑誌に連載したビルマ国内紀行等のうち以下の作晶が収められる。
　　①「楽しき宮殿は戻らじ」（Thwethauk誌1953年9月54年3月）
　　②「メルギーの貝の中の真珠」（同上1954年8月一55年5月）
　　③「北へ帰る」（同上1955年7月一56年12月）
　　　　　　　　　　　　5）
　　④「敗北の中の徴笑」　（1964年）
　　⑤「革命政権下のブダリンをゆく」（Boutahtallng紙1962年12月）
　　⑥「学ぶ旅人」（同上1963年12月一64年1月）
　　　尚⑤1編のみが「ブダリンエッセイ集」（？oりooδeCDっ6：0a：　gつ：［bu・de　iin　s’aun：
　　　ba：mya：］1963　Rangoon，　Revo茎utionary　GovernmeRt　Handbo◎k　3◎P，としても出版。
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又③④2編が「北へ帰る」　eD3っ色5［e　lia　pyan］1970　Rangoon，　Amandhit　Sapay
Press　153p．としても出版。
更に④1編は「選挙の体験」6＞eQ：scr）つdi§gw　e（2ee　th［ywe：ka　u？pwε：etwe　e
　　　coun］年不詳Mandalay，　Yuwatl　Press　49p．としても禺版。
　　　「北」とは，作者の故郷ブダリンのある中部ビルマをさす。1956年の総選挙で国会議員
　　　テインペーミンの選出基盤となった。
6「ぼんやりしたパリと平和の旅人」（1：0）（）1：01ag◎＠δ3　qδ：cg：oa：QD書［wo：
　　de　wa：pa　ri　n’εfiein：jan：ye：k’o　yi：dhε］1965　Rangoon，　Seintin　Press　248P．
　　　1957年，英国議会視察議員団の一員として訪英した体験を「平和の旅入」に，その帰途
　　　5B間のパリ観光を「ぼんやりしたパリ」に収める。前者はPyidawsoe紙に，後者は
　　　Kyimon紙に連載されたというが，年月日不詳。
7・　Y私の出合った世界1（2SCCDδ臨g23　cつoつΩ08つ〔oun　daw　．coun　bu：dhaw　ge　ba］
　　‘1967Rangoon，　Sabagyi　Press　560p．
　　　A－1，A－2，　A－3，　A－4，　A－6の各著書からの抜粋である。
8「チ准陵曜史のはじまり・8s。・。・φδ…　Q　6，8・…［wi・　th・th・　t・i…h・　m・in・
　　e、sa．］1967　Rangoon，　Sapay　Beikman王）ress　334p．
　　　世界各国を訪れたテインペーミンでさえ末踏の地チン州へ，1966年2月招かれ訪れた記
　　　　　　　　　　　　　7＞
　　　録。1967年度民族文学賞一般の部第一位受賞。1966年3月18日から6月26β迄Boutahtaung
　　　紙連載。
・・イラワジ上瀧とりどりに」8廊q・1・q・・q・δ軸・［m・i・　・’…ey・y…
　　zoun　p’ya］1973　Rangoon，　Chindwin　Press　396p．
　　　　　　　　　　　　　　　9＞
　　　1970年12月「文学者の日」の催しで，カチン州を旅行した時の紀行。1970年12月23日か
　　　ら71年3月19日迄BoutahtaUA9紙連載。
10「東北地方の一角」ge　c　g　c色っ（S（ギ＆oり曾ε［e　she・　nyau？tain：teヒwi司1973
　　Rangoon，　A｝einma　Sapay　Press　223p，
　　　1972年12月，いわゆる黄金の三角地帯を含むシャン州を旅行した時の紀行。1972年12月
　　　28日力｝ら73年1月19H迄Boutahtaung紙連載。
11「我等のモ・ビ・レマ咽5¢cDδ伽砲苓・つ［cun　daw　d・・　m・n　myan　ma］1975
　　Rangoon，　Ja｝ayan　Sapay　Press　384p．
　　　1974年1月，人戻評議会選挙実施委員としてモン州へ派遣された時の紀行。
B政治
1「当面の我等の任務・。。di・ε・　・？．o・つ・｛S　［i・？gin・d・・ta　w・・］1938　R・・g・…
　　　Nagani　Press　20p．
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　　　マルクスレーニン主義の書物を読み，論議を尽くして当面の経務を明確化することを勧
　　　める小冊子。
2「印緬粉争」（？ooつ：ooつ（ギあ奄［ke　la：be　ma　tai？pwε：］1938　Rangoen，　Nagani
　　Press　24P．
　　　1938年7月発生の反インド人暴動の根源が，単に宗教問題のみならず，インド人資本家
　　　のビルマ人搾取にあるとする。1938年9月IO月の2ケ月間に11版を重ね，玉0万部を出版。
　　　B－22にも収録1◎
3「入民権力とフランス革命」色謹〔塗濁っmつSi　6．色　6　co　6　se　e　q：scnδく｝［pyi　dhu．　a
　　na　n’ε．　pyin　dhi？eye：daw　boun］1938年Rangoon，　Nagani　Press
　　　テインペーミンの著書として出版されたが，序文のみ執筆。
4「ヒットラーとチェンバレンいずれが悪いか」cn　6meeっll　Smっ（、3事σ）diQYっ：co（も
　　［hi？te　la　o’ein　ba　lein　bεdhu　m’a：dhe　lε：］　1939　Rangoon，　Nagani　Press　90P．
　　　ヒットラーとチェンバレン共に悪いということを世界情勢との関連で解明する小澱
　　　子。
5「ドイツは馳なのか・q・繭鱒。・。。・・［j・　m・　・i　1・ai？th・1・・31940・Rang・・n，
　　Khit　Thit　Press　160p．
　　　ナチズムを欄熟腐敗した資本主義と規定し，ナチズム粉砕を主張する。
6「What　happened　in　Burma」1943　Allahabad　Kitabistan，79p．
　　　日本軍政下のビルマの情勢をインドで執筆し，エドガースノーの序をっけて出版。ウル
　　　ドウ，ヒンディー，グジャラティー諸語の他，タス通信記者によりロシア語にも訳され
　　　た。
7「当面の政治J　R　・。　di・6・e66　・gl〔k’…｝ε？gi・・nai・　gan　y・・P945　R・・g・・n・
　　Aung　Press
　　　元ビルマ共産党議長タキン・タントゥンとの往復書簡を含むというが，テインペーミン
　　　自身が紛失し，未発見である。
8「断の情勢環ε6。…騨・q39Q　qつ［・ai・㈱d・ga・ye・e　ya］1945　R・・g・・R・
　　Myanma　Alin　Press　47p．
　　　1945年12月，ビルマ共産党中央委員会で，作者が党書記長として1945年7月から12月迄
　　　の世界情勢を報告した記録。
9「～歩前進してjc　S；cf）　cD　6．Cr）　（f｝　gE［she・to　s’in・　tε？ywε？］1948　Rango◎n，　Kyawlin
　　Press　54P．
　　　ビルマ共産党発行のPyidhu　Ana紙，　Ta亀ni誌からの抜粋で，当面のビルマの課題を論
　　　じる。
　　　　　　　　　　　　　　10）　　　　　　　　　　　　　　　遡。・cqδ。・δ　s・6δlj：aS。Dδigつ：qδqつ：10「新民主主義毛沢東の教え」
ll3
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　　［di・mo　ke　re　si　thi？　mo　si　toun　i．　thin　ja：jε？　mya：］　1950　Rangoon，
　　Maung　Kyaw　Mya　Press　192p．　（1954第2版より「毛沢東の教え」と改題）
　　　毛沢東の思想が全ビルマ民主勢力統一に有効であると主張
…さら砿まる世界平和行動の団糸吉ノ1）鞭輔⑩餓。・鷲。。…8・Eδlqδ・
　・s9・⑲6，1　…つε9噸［P・yw…ε　pyan・　1・　dh・・9・　ba・　…i・・j・n・y・・siI
　　youn：s’aun　ywε？m’u．］1951　Rangoon，　Kyawlin　Press　20p．
　　　1951年3月，世界平和評議会ビルマ平和委員会とラングーン県世界平和評議会の合同会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12）．
　　　議における，’量界平和評議会ビルマ平和委員会副議長テインペーミンの報告。
12「社会主義と我等のビルマ」cil（）13ウミ章o　eつ［boun　wa　da・nε・do・be　ma］1954
　　Rangoon，　Py童dawsoe　Press　192p。（1967年第3版）
　　　テインペ∴ミン編。Nagani出版め政治パンフのうち筆者12人の15の評論を収録。テイ
　　　ンペーミンの作品はB－2の他「再検討」「テインペーミン小伝」など。
・3・革構代の政治体験、’31・。・δ唖・q…つ。・　＄ε6　・ql・w　・・a・・thq・1　［・・…n
　　yq：ka　la．　nain　Dan　ye：etwe．　e　coun　mya：］1956　Rangoon，　ShwepyitaR　I）ress
　　665p．’（1963第2版　1967第3版）
　　　1938年から1956年をビルマ政治史上革命時代と規定し，この期聞のテインペーミソの書
　　　簡，声明，評論を集録。
14・薦不信任翻、14＞・・ξ・唖・・停・・鱒韻燐［。。。、y・．9・ey・・・・…i・me　shi．
　　es’o］・1957　Rangoon，　Ngeinchanye　Press　88p．
　　1957年3月国会議員として議会に提議したが否決された声明，
15「ブダリンの声珊・・。。ε9・。慨bu　d・li・m’…　than］1957　R・・g…，Shw・pyitan
　　Press　105p．（副題「1956－57年国会におけるテインペーミン氏の批判」）
　　　1957年3月の国会における政府批判発言。
16「人民統一と和平への莞解」色謹等拶留（βcq：Siミ露δ：gδ，　C　Q：oo　conつGr　gつ：
　　〈11つ；　［pyi　dhu．鳶i　蚤登？　ye；　nε．蚤ein二jan：ye；the　bo：te　ya　mya；3　1957　Rangoon，
　’人蔑統一党47p．
　　　1953年7月の入民統一党中央委員会における書記長テインペーミンの和平に関する報告。
　　　他に中央委員会，労対部の報告を含む。
17「人民の願い，軍備廃止と世界稲平会議」曽つoつ：CD§つlsc　c鯨c（20」あφ（£（望cS（cB　6：
　　cq・ウ媚δ・qδ・cql。D8・輔・qあ［1・曲・・’…　d・・1・t’w・dw・1・・
　　nε？p，yε？thein：ye：n・ε．　fiein：jan：ye：ge　ba　kun　ge　rε？］1962　RangooR，ビルマ
　　軍縮会議32p．
　　　モスクワで開催された上記の会議に，ビルマ代表として出席したテインペーミンの帰国
　　　報告。・
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18rネウイン縛軍再登場」ξお噸δ琶：eφ06：coつ◎5＠［bou？jou？ji：ne　win：la
　　pyan　byi〕1962　Rangoon，　Shwepyitan　Press　66p．
　　　1962年3月軍事クーデターにより，1958年に続いてネウィン軍政が発足したことについ
　　　て，1962年3月Boutahtaung紙に掲載した11の論説を集めたもの。
19「交渉の内外」　・・｛1・・S？　seq　：・91・q・　Of・…eg・6・　・ql・・匝・q・q・1［tw・…’・un
　　s’we：nwe：ye：i．　e　twin：ye：epyin　ye：mya：］1964　Rango◎n，　Aleinma　Sapay　Press
　　24◎P．
　　　1963年9月におこなわれた政府共産覚和平会談について，同年6月から12月迄Boutahtaung
　　　紙に掲載した18の論説を集めたもの。
20「毛沢東の中国とビルマの主権」sg6δσ2　S；σ）♀δウミ色苓oっ9Qqlδ3Q色っswっαnっ
　　［mo　si　toun：te　you？n’εmyan　ma．　e　c’ou？ec’a　a　na〕1967　Rangoon，　Ay◎noo　Sa－
　　pay　Press　87P．
　　　1967年6月華僑の子弟が毛バッチをつけラングーン市内を行進したこと｛；端を糞する反
　　　中国人暴動の，原因と経過を分析し，過去の中国ビルマ交渉の詳述から毛沢東主義批判
　　　にも言及し，10万部をえるベストセラーとなった。1967年7月Boutahtaung紙連載。
21嘔内和平翻類会謙批判、’5） 色蝕＆ぬ薦q…伽Q…馳・。D　・Sl
　　9・　soT　c…　S　qdi［pyi　dwi・・fii　fiu？y…　ean　P・・ep’w…a・dan・・p・w・
　　ban　jε？〕1969　Rangoon，　Hla　Myo　I）ress　54p．
　　　1968年10月，政府が33人の政治家に政治上の助言を求め，提出された報告に関し，うち
　　　22人の意見を社会民主主義として批判する。
22　・1930年滞のビルマ政散・。ep・。・ll　dikS・・Sδ6　・g：。・　66，［・・伽n　k・・
　　ya　thoun：zεte　wai7　myan　ma　nain　Dan　ye：the　main：］1970　Rangoon，　Sein　Sapay
　　Press　112P．
　　　1969年7月ラングーン大学での講演記録，1927年から37年に至るビルマ情勢を，世界恐
　　　慌との関連で論じる。
23「帰り道のないウヌ」〔9・§（Dδ：り貧sa）つ謬：兎［pyan　lan：me　shL　dho：　u：nu・〕1970
　　Rangoon，　Padetharaza　Press　46p．
　　　私的怨恨でなく政治思想面でウヌを批判する。
C教育
　1「大学紹介」cr需（lf（68（S　9x）（£［tε？ke　tho　mei？s’ε？31964　Rangoon，KyonpyawPress
　　　232p．
　　　　1955年よりShu鵬awa誌大挙紹介の頁に掲載した文から数挙，物理学，化学，地質学，
　　　　地理学，生物学，入類学を収録。
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2「選集教育評論①・c・1δ19・・L・・eql［・・baun・zu・　pi・　fi・　y・・1・1971・R・ng・・n・
　　Nantha　Press　272p．（テインペーミン選集2）
　　　1962年IO月より70年10月迄B◎utahtaung紙に掲載した教育評論50編を収録。
3「青年学生問題」e（1つδ：ODつ：（？c（or9　9　an　Oつ9つ：「caun：dha：lu　9εPya？thg　na
　　mya：1　1971　Rangoon，　Ayezanbu　Sapay　Ptess　528p．
　　　1970年11月Boutahtaun9紙掲載の7評論を収録。
D文芸評論
　1「ビルマ文学の諸問題」色苓りっのっco3Q　e（2　c（2［o，　an　“つgつ：〔myan　ma　sa　pe　o
　　　　t’we　dwe　pya？the　nai　1966　RangooA，　Oukkala　Sapay王）ress　271P．
　　　　過去に発表した43編を収録。
2輪争された評論φ碗・δ・つq・lrt・i？pw・・wi・　・・　my・・11968・R・ng・…Mi・
　　　Hswe　Press　581p．　（1974第2版）
　　　　D－1をも含む105編を収録。
　3「出版評議会とボウタタウンの論争」のつ夢あ（P6：cmっδ6Si　6．重（6　m　eooっ6（弓あな
　　　〔sa　nεzin　kaun　si　n’ε．　bou？t∂Vaun　tai？pwε：］1963　Rangoon　MyaRmabyuha　Press
　　　110P．共著
　　　　1963年5月6月Bouもahtaung紙連載の「社会主義出版界をめざし奮闘しているボウタタ
　　　　ウン」収録。
　4「私の小説の中の人物達」σヨCO乏○霧囹つ：ab　g（1　ce6．eつ（S　SCDっδ鰹っ；「ee　no．
　　　　　wu？Vu　mya：dε：m’a．　ca　no．　za？s’aun　mya：］　1969　RangooB，　Nantha　Press　63p．
　　　　1969年5月ランク㌧ン大学ビルマ文学協会主催の講演会における講演記録。「進歩僧」は
　　　　じめ長編小説7編について解説。
5腿集文芸評論・つ・・a6：・1　t①つ・…。P・　S　s　ql［・・伽・・zu…　P・we
　　　ban　ye：］1971　Rangoon，　Sein　Sapay　Press　300P．（テインペーミン選集1）
　　　　D－1，D－2と重複する22編を収録み
　6「文学討論会」のつcoc碧：c郵なfsa　pe　s’we：nwe：bwε：11975　Rangoon，
　　　Jalayan　Sapay　Press　192p．（共著）
　　　　1974年，ラングーン市内での公開文学討論会で，読者からの13項目の質問に対してテイ
　　　　ンペーミンが解答した記録。後半は，作家ザワナの解答。
E伝記
1舛ンコドーフマインと呼ばれるサヤ」レン伝・。。・δ脚・。・鍾＆・。・ab　5・・q・麟・
　　　［iDCBiO　gll　r　th・k’in　k・d・m’ain・emi　gan　s’e　y・lun・a？t’・tt？P・？ti・1
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2「ストラ秩学生」。D醐cg輔eηつε：。。つ：［dh・　b・i・m・au・・aun・dha・］
　1937Rangoon，　Htuit　Aye　Press　322p．（ただし上巻）（1939年下巻　1961年上下2巻共
　　再版，1967年1970年1滑になって出版）
　　1936年のラングーン大学学生ストライキをルポルタージュ風に小説化した。1970年版は，
　　　ラングーン大学創立50周年記念として出版。
3「現代の悪霊」σりおc∂あφ（££：［tε？k’i？n誠s’o：〕1938Rangoon，　Myanma　Alin
　　　　　　　　　　　　　　　　
i
　Press　228p．（その後出版年不詳で版を重ね，1972年第6版）
　　青少年に流行していた性病を撲滅することを目的とした青春小説。
4囎けゆく道・。。δ：・s・TB．［1・nl　za・P・　byi］1949　R・ng・・n，出版社不詳（同年第
　　2版，1963第3版）
　　反ファシスト人畏自由連盟の中心であった社会党共産党の対立を背景に，若い社会党員
　　　共産党員の男女の愛と闘争を描く。
5「愛すればこそ」翌δぽcQTqつ［c’i？ywe．　k’o　ya11952　Rangoon，　Shumawa　Press
　218p．（1978第2版）
　　映画のシナリオであったものを1951年からノ1・説化する。若い娘と中年女性の聞を揺れ動
　　　く青年の恋愛小説。第2版の序「真実の愛正しい愛に関して」が遺稿となった。
6「東より陽の昇るがごとく」sc　c　g．n　sφ○麟（秘β酸Qeつ［oshe．　ga，　ne　wun二t’wε？
　　tε．pg　m司　1958　Rangoon，　Kyawlin　Press上巻下巻計1192p．（1966年69年71年74年に
　　も出版）
　　　1953年6月から57年10月迄Myawaddy誌連載。1958年サペベイマン賞長編小説部門で
　　　1000チャット賞受賞。1936年から42年迄のビルマ独立闘争を背景に成長する一青年を描
　　　く。
7「泥の中の蓮」善＆σ）勢つ［nun　d’ε：ga．　ca］1962　Rangoon，　Shumawa　Press　590p．
　（1972再版）
　　　ミャタンテインと共著となっているが，テインペーミンがトルストイの「復活」を翻案
　　　したシナリオを，ミャタンテKンが小説化したもので，序文のみテインペーミン執筆。
8「ティ・ペーミ・短編小説選SC・・8　S　I・噸ミ・em¢　・・16：姻［th・in・P’e　myi・・
　　wu7　t’u．　do　baun：jou？］　1966　Rangoon，　Pagan　Press　678P．　（1968再版）
　　①「私の夫と私の金」（1934）②「立法院議員殿」（1935）③「戦士」（1935）④「自由J
　　　（1936）⑤「ある夜の出来事」（1936）⑥「マーリー」（1938）⑦「石油」（1938）⑧「嘆き
　　　の歌」（1938）⑨「独立すれば16194S）⑳「母」（1948）⑪「すべて異常ありません」（1949）
　　　⑫「苦い甘さ」（1949）⑬「裏切り者だとは」（1949）⑭「第三流の場所」（1951）⑮「櫓の
　　　折れた漕ぎ手ゴエセイン」（1954）⑯「不合理なことよ」（1954）⑰「完全浄化」（1954）⑱
　　　「シントゥマナ」（1958）⑲ヂ老教師の問題」（1959）⑳「ダバウン月の影響と老教師の問
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　　1938Rangoon，　Gyobyu　Press　284p．（1953年，1964年，1974年にも出版）
　　　タキンコドーフマインの誕生から1936年迄の伝記（1936年4月から36年3月迄Deedoke
　　紙連載の「ミスターマウンフマインことサヤルン教授j）に，ディードゥウバチョウのタ
　　　キコドーフマイン論を加えたもの。1964年以降の版には，タキンコドーフマインの死に
　　　関して，テインペーミンがBoutahtaung紙に掲載した3編を撫えている。
2「俳優ウポセイン・σ輔・。q・§燦・6S「・・？・’・y…　P’・・　sein］1952　Rang・…
　　Ahman　Sapay　Press　108p．
　　　1952年2月から5月迄Myanma　Al｛n紙に連載したウポセインの伝記に，ウポセインが
　　　使用した歌の一部を収録。
3「チ・一ニエイン」seq　6＠δ：「・・　fi・i明196三Rang・…Shw・pyitan　P・ess　167P・
　（1961再版，1969第3版）
　　　1960年Bo疑tahtaung紙に連載した，政敵で友人でもあるチョーニェインとの交流記。チ
　　　ョーニェイン自身の序がある。
4「ある銀婚式」OD　o　cっoつcc6　gop　wor）　6「tg　k’u．　dho：gwe　ye　du・dhe　bin］1973　Ran－
　　　　　　　　　t　　　　　　　　　　　　　t
　　goen，　Sapay　Beikman　Press　178p．
　　　1971年11月のテインペーミン夫妻銀婚式の風景にはじまり，結婚当時から25年閥の國想，
　　家庭観等を記する。1972年執筆。
5「私の初恋・唖CG・56・・q硲・［…　d。　i…　’i？u・］1974・Rang・・…Yeel・y
　Press　322P．（副題「文学的生涯1」）
　　生いたちから1933年19才の頃迄を園想。他に初期の短編・1・説F愛国者キン∫勇士ソーク
　　　ン」「慕情渦の如く」（以上1933年），長編小説「女傑j（1934年）を肩又録。
6「進歩的現代人テンポンジーテインペー」C）r」　cS　S　Q　c6　cr）oS（Y　Oり甫㍗麟［1｝　：orR　，S；　¢①
　「tε？　k’i？tε？1u　tε？P’oun：ji：thein：　P’e］　1975　Rangoon，　ThanlsviR亙）ress　460P．
　（副題「文挙的生涯2」）
　　E－5に続き，1934年から1937年迄を園想。他に短編小説「ミンとトウインの幼い頃」
　　　「信じられること」「あんた方の夫」（以上1935年）「恐妻家∫レディキン」（以上1936年）を
　　収録。
F小説
1「進歩僧…⑭事・鰯・［・・？　P’・…ji・31936　R・・g・・n・K…　Wi・Press　224P・
　　　仏教界の退廃を批判して～部僧侶の強い反対を受けるが，1万部以上を売る。1937年版
　　　に，ウヌの但し書きをつけるが，僧侶の出版停止を要求するデモ攻繋を受け，再版しな
　　　いことを約束する。1954年版に僧侶の序文をつけたが，政府の出版禁止傘を受ける。19
　　　68年4版を出す。テインペーミンの作品中最も有名かつ物議をかもした書。
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　　　題」（1964）⑳「日没時の愛」（1965）⑳「その彼女とバラスィートゥ」（1964）⑳「ティッ
　　　サことセインネツ」（1966）⑳合法的放蕩者」（1966）嶽上24編力ぐ収録され，ウヌが1937年
　　　1952年に書いた序文もつけられる。なおテインペーミンの短編小説集は既にこれ以前に，
　　　以下のものが出版されている。
　　　「立法院議員殿」oε：（8εQε［min：tain　bin〕1937，①②③収録。
　　　　　　　　　　　　　　こ
　　　「戦士」oδoo　gi　cm　6［si？dhεdo1出版年不詳③⑳収録。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の「すべて異常ありません他短編選集」Sつつ：（Y：Oσ）っ6：0a（D　cS　e　601っ：eミooあ
　　　cg・・ε・麟q・1こ・・1・un・kaun・b・d・k’・　mya・n’・・1ε？yw・・zi・・w・・Uu．
　　　do　mya：］1952，①③⑦⑧⑨⑪⑫⑬⑭収録。
　　　「櫓の折れた漕ぎてゴエセイン，写実小説」g8Se曽cge　5　co　6：cりあ（＆：魔δ：1
　　　x・。。　9，　・S　c・・　T。EBt［gw・・ei・1’・1’・yin・t・・cQ・」i・・1　b・・w・・　th・y・u？P’・
　　　Wu？Vu．］1962，⑮⑯⑱⑲収録。
　　　「選集短編小説集・①・　・　・1　6・　91・　991dj　9・1εsa　baun・zu・　l　wu？t’u　d・
　　　mya：］1971，①カ・ら⑫迄収録。（テインペーミン選集3）
9　rティーターピョンJd3　mつ幽：「thi　ta　pyoun：］1968　Rangoon，　Aung　Thuriya　Sapay
　　Press　507P．　（1970再版）
　　　1967年10月から68年11月迄Boutahtaung紙連載。1968年民族文学賞長編小説部門で第4
　　　位受賞。15年前に書いたシナリオの小説化。美女ティーターピョンの数奇な生いたちと，
　　　3人の男性との愛をミステリー風に仕立てる。従来の長編の作風に似つかわしくないこ
　　　とで賛否両論を受ける。
10晦の旅人膜珠姫…鯛・各・。・齢◎⑳c・δこ・n　ne　wa　k’・yi・dh・　・’・・P・
　　1ε：de　wi］1969　Rangoon，　Aung　Thuriya　Sapay　Press　502p．（1971再版1974第4版）
　　　1969年4月迄Boutahもaung紙連載。テインペーミンが参加した海洋調査旅行を題材とし
　　　た海洋旅行小説。大学ビルマ文学科，3，4年必読文献に指定されている。
11「鱒夫婦の34年・純。。δ・。。・IPgS6　［‘h・　d・・1inmgy勘・th・un…le・n’i？］
　　1977　Rangoon，　Sapay　Beikman　Press　202p．
　　　1976年執筆。テインペーミンー家に仕える女中夫婦の歩みを描く随想風私小説。
12「60才を過ぎて書いた小説」Go¢円δ㌢o（1：sooつo蝕qつ：［G’au？s’εco　m’a．　ye：
　　dho：wu？Vu．　mya：］　1978　Rangoon，　Chiitdwin　Press　223p．
　　　①「美よ今日はお萌に会えなかったのか」（1976）②「翼ある花」（1976）③「青龍本が
　　　黄金に濡れる時」（lg77）④「坐る場所を一つ晃つけて」（1977）⑤「老夫婦より生まれ
　　　いつる愛」（1977）等の随想風私小説を収録し，テインペーミンの死後出版された。
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G戯曲
　1「時代は変わる」eo（おooδa）5：＠［k’i？thi？s’an：byi］1945　Aung　Press　78p．
　　　　1944年，インドで執筆し上演された‘Over　the　Ashes’aP玉ay　about　resurgent
　　　　Burma　1945　PeopleもPublishing　Houseのビルマ語訳。ファシスト日本軍の蛮行の申で
　　　　抗日に脱めるビルマ入既描く・「珠宝4編簡・δcω牌δ［9・nd・．　w亙・1・・
　　　　Qu？］　1965　Rangoon，　Hnalonhla　Press　p167－241にも収録。
・rミュージ・嘘の醐の雨」17ぬ苧・噌目蜘つ・・q・。。・・δIEwSg・1
　　　　ウ◎δqε・9つ・〔・hw・m・・pw・m・・ib・・1a・y・・dh・　bin　l　py・，　gw・・mya・…．
dhe　c’in：mya：l　i948　Rangoon，ラングーンビルマ映画演翻協会。
　1948年1月4日の独立記念式典で上演。ビルマの平和と繁栄をたたえる作晶というが，
　作者自身が未発見。
三主
1）拙稿「テインペーミン年譜」大阪外国語大学学報第五十号1980年，p，23－40
2）それらは　‘Towards　better　mutural　understanding　and　greater　Co－operation　between　Britlsh　and　the　Pe◎ple
　　of　Burma’（1944）‘From　Fascism　to　Free’‘Between　India　and　China，　（1945）等であり，執筆盛時の華情にっ
　　いてはA－2の書物に詳しい。
3）Patricla　M　Milne‘Selected　Short　Stories　of　Thein　Pe　Myint’　Translated　with　lntroduction　and　Commentary，
　　Cornel茎Univ。　Ithaca　New　York，　June　1973，　p．14－17
4）年譜p．34では「東を眺めつつ西へ行く」とした。
5）　「敗北の中の微笑」は選挙体験を内容としたものであるので，年議p．35では紀行ではなく評論の項屋に入れている。
6）年譜には記載していない。
7）年譜p。38ではサペベイマン賞となっているが，1948年発足したサペベイマン賞は，1965無より畏族文学賞として装いを
　　新たにした。
8）年譜には記載していない。
9）毎年ビルマ暦9番冒の月の臼分第～B（太陽暦11月宋から12月初め）。文学講演会等の催しを，ラングーン初め全毬各地
　　でおこなう。
10）年譜p．30では「毛沢東の教え」とした。
11）年譜p．31では「さらに広範な世界平和の統一行動」とした。
12）年譜p．31では世界平稲協議会副議長とした。
13）年譜p．32では「革命時代の体験」とした。
14）年譜p。33では「政麻不儒声明」とした。
15）年議p．38では「国内和平助言委員会」とした。
16）年譜には記載していない。
17）年譜には記載していない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
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